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学習到達目標

学生が到達すべき行動目標

1/2 上流工程である外部設計・内部設計の設計書を読むことができる

1/2 簡単なサブシステムの機能分割の作成ができる。

1/2 簡単なデータ設計（正規化、ER図等）の作成ができる。

1/2 簡単なインターフェース設計（画面　等）の作成ができる。

5 授業での演習や予習・復習など．積極的に授業に取組むことができる。

成果発表
（口頭・実技）
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1.知識・理解

専門分野区分 システム設計 科目名 T1244A1科目コード

大阪情報コンピュータ専門学校　授業シラバス　 （2025年度）

学習一般目標

 本校では、IPA（情報処理推進機構）が提唱し、企業で人材戦略のために広く利活用されているiCD(iコンピテンシディク
ショナリ）を参照し、「企業現場で遂行される実際のタスク（業務）」をベースとしてカリキュラムを構成している。
科目「システム設計Ⅰ～Ⅳ」では、アプリケーション開発を実施する設計工程である外部設計～内部設計が実施できる事
を目指す。その為に、本科目「システム設計Ⅰ」では、初心者がアプリケーション開発をするにあたり必要となるウォータ
フォール型の設計について一通りのタスクの理解と代表的な手法の習得を目指す。

担当教員名 金下　文彦 履修グループ 2A(JT/KS/SI) 授業方法 演習

システム設計Ⅰ

配当期 前期 授業実施形態 単位数通常

使用機器
Windowsパソコン。個人所有のパソコンにもMicrosoft Officeやastah professionalを
インストールすることができる。詳しくは授業内で説明を行う。

使用ソフト Microsoft Office、astah professional

単位

授業の概要
および学習上

の助言

企業で実施するシステム設計工程である“ウォータフォールモデル”のタスク（外部設計、内部設計）と関連する知識項目
を理解し、システム設計Ⅰでは実践力として“設計書が読める”ようになることを目標としている。授業は大きく３つの教育
で構成されている。
・技術教育  ：タスク（外部設計、内部設計）と関連する知識項目をみにつける。
・スキル教育：サンプルシナリオ開発を課題として、学習した知識を技能とするための訓練をする。
・実践教育　：企業で使うサンプル設計書を課題として、身に着けた技能で設計書を読み技能を実践力として育成する。
設計は覚えることよりも目的を達成するために技能を磨くことが実践力につながる。特に、実践教育は授業内の演習実施
だけでなく、事前に知識の整理や、興味関心による自己啓発が重要である。
実践的な実習ができるように積極的に知識の習得に取り組んで欲しい。

教科書および
参　考　書

教科書：システム設計Ⅰ―授業教材－
参考書：IT戦略とマネジメント（第4部）　
参考書：効果的プログラム開発技法 第5版　　國友 義久著（近代科学社）
参考書：キタミ式 基本情報技術者
別途参考資料としてプリントを配布します。

履修に必要な
予備知識や

技能

講義受講における前提として必須の知識はありませんが、予備知識として以下の予習を推奨します。
ウォータフォールモデル型開発およびプログラム設計・テストに関する基本的な知識
特に１年生後期に開講された「システム開発基礎」の講義で学習した知識

実務経験の
内容

システムエンジニアとしてIT企業で32年間、システム構築から運用まで携わってきた。
小規模なグループウェアシステム構築での要件定義からサービスインまでの実施や、大規模な情報系の顧客情報システ
ムにおける業務開発の実施を経験している。
また、システム開発の品質確認部門で、各プロジェクトにおける構築フェーズの品質レビューを実施した経験を持つ。
これらの実務経験をもとにプログラム設計技法について実践的に授業展開を行う。



第5回

【技術教育】
・外部設計　-　論理データ設計
【スキル教育】
演習５：論理データ設計　正規化

講義・演習

第3回

【技術教育】
・外部設計　-　サブシステム定義・展開
・外部設計　-　インターフェースの定義（画面設計）
【スキル教育】
演習３：画面設計　画面レイアウト、画面項目表、画面遷移図

講義・演習

第4回

【技術教育】
・外部設計　-　コード設計
【スキル教育】
演習４：コード設計

講義・演習

第1回

・科目オリエンテーション
【技術教育】
・情報システム開発工程　“ウォータフォールモデル”を理解する。
・システム要件定義局面などで使われるDFDを理解する。
・モデリングツール ソフト(astah)が使えるようになる。
【スキル教育】
演習１：機能設計　概略DFD図

講義・演習

第2回

【技術教育】
・ウォーターフォールモデルに基づく開発手法
・構造化分析を理解する
・要件定義
・外部設計　-　システム化構造分析
【スキル教育】
演習２：機能設計　サブシステム構造図、概略IPO図

講義・演習

授業明細表

授業回数 学習内容 授業の運営方法 学習課題（予習・復習）

作品

ポートフォリオ

その他 授業への出席や授業態度等を含め総合的に判断する

小テスト
実践力を確認するため、設計書をよむテストを実施する。
適宜、小テストを実施する。※達成度評価は”レポート”の評価に反映する。

レポート
授業中に出題する実習課題の提出物（各種仕様書・設計書）から理解度を評価する。
授業中に出題する実習課題の提出物（各種仕様書・設計書）の完成度を評価する。

成果発表（口頭・実技）

評価の要点

評価方法 評価の実施方法と注意点
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第15回 課題解決型授業２ 実施時期：3期 別途提示

第13回
【実践教育】
・設計実践　設計書を作成する
演習１３：各タスクで作成した設計を設計書として作成する

講義・演習

第14回 課題解決型授業１ 実施時期：1期 別途提示

第11回

【技術教育】
・内部設計　-　内部設計書の作成
・内部設計　-　デザインレビュー
・内部設計　-　テスト計画
【スキル教育】
演習１１：結合テスト　テスト仕様書

講義・演習

第12回
【実践教育】
・設計実践　設計書を読む
演習１２：企業業務「販売管理業務」の設計書を読む。

講義・演習

第9回

【技術教育】
・内部設計　-　入出力詳細設計
【スキル教育】
演習９：入出力設計　入出力項目表、入出力チェック

講義・演習

第10回

【技術教育】
・内部設計　-　構造化設計
【スキル教育】
演習１０：プログラム設計 - モジュール分割設計
モジュール構造図、詳細IPO図、インターフェース図

講義・演習

第7回

【技術教育】
・内部設計　-　機能分割・構造化
【スキル教育】
演習７：機能分割設計　詳細DFD図、機能階層図、詳細IPO図

講義・演習

第8回

【技術教育】
・内部設計　-　物理データ設計
【スキル教育】
演習８：物理データ設計　ER図（物理モデル）、テーブル定義（詳細）

講義・演習

第6回

【技術教育】
・外部設計　-　デザインレビュー
【スキル教育】
演習６：論理データ設計　ER図、テーブル定義

講義・演習


